
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成２５年 ５月２９日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：西夏語は、11－13 世紀に中国西北部の要衝を占めた西夏国で話され

た言語である。西夏文字・西夏語は話者・使用者が絶えたものの、仏典をはじめとした豊富な

言語資料が残る。ロシア科学アカデミー東洋写本研究所は、質量共に一級の西夏語資料を有し

ており、一部の文献のマイクロは、日本の東洋文庫に保管されている。本研究では、ロシア所

蔵の西夏文文献の整理とデータベース化を進展させると共に、ロシア所蔵資料を用いた言語学

的研究を行った。 
 
研究成果の概要（英文）：The Tangut is a dead language spoken in the Xixia dynasty which 
is located in the northwest area of China from 11th to 13th. However nobody use the Tangut 
language and script, many materials including Buddhist texts are existing today. The 
Oriental Manuscript Institute (St. Petersburg, Russia) keeps a huge mount of materials. 
A part of them is microfilmed and preserved in Toyo-Bunko (Tokyo, Japan). This study 
developed the arrangement in the database of the Tangut materials and the linguistic study 
based on the materials. 
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１．研究開始当初の背景 

(1)西夏研究と課題点 

「西夏」は 11 世紀から 13 世紀、中国西北

部の要所を占めた国家である。西夏文字・西

夏語は使用者が絶えたが、仏典をはじめとし

た豊富な文献資料を残した。ただし資料的な

制約などから、近年まで西夏文献の研究は十

全なものとはいえなかった。 

研究の遅延の一つは、西夏の言語は漢字を

模倣した疑似漢字である「西夏文字」によっ
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て記されており、西夏語資料の読解が難しか

ったためであった。また、ロシアや中国とい

った、大量の西夏語文献の所蔵国では、資料

の公開が進まず、諸研究者に資することがで

きなかったことも一因だった。 

 

(2)研究環境の整備 

一方 1990 年代以降、研究環境は大きく変

わった。西夏研究の基礎資料となる、ロシア、

中国の所蔵文献は、前者が 1996 年、後者が

2005 年から、大型図録の形（『俄蔵黒水城文

献』、『中国蔵西夏文献』など）で刊行が進み、

研究者は十年前とは桁違いの資料を目にす

ることが出来る時代となった。 

西夏文字の電子的情報処理も進んだ。研究

代表者が監修を務めた、外字フォント集『今

昔文字鏡』（紀伊国屋書店）「西夏文字フォン

ト」6000 字により、手書きやスキャニングに

頼らざるを得なかった西夏文字のテキスト

化は、従来より格段に容易になった。こうし

た背景も、本研究を成立させる基盤である。 

 

(3)国内外の研究動向 

西夏とその周辺に関する学際的な研究熱

は高まりつつある。西夏の歴史・言語・文化

に関する総合的な国際学会『第二回国際西夏

学会』『第三回国際西夏学会』が 2005 年夏・

2008 年秋に、西夏の重要な遺跡である黒水城

（カラホト，中国・内蒙古自治区）の歴史と

周辺環境に関する『黒水城人文与環境国際学

術研討会』が 2006 年秋に、それぞれ中国で

開催された。中・台・日・露・米といった各

国の研究者が一堂に会し、西夏に関する学術

的関心の高さを窺わせた。 

また、遼夏金（契丹・西夏・女真）の言語・

文献という枠組みでの研究も、『遼夏金元歴

史文献国際研討会』（2008 年秋，北京）のよ

うな学際的なものとなりつつある。 

 
２．研究の目的 

(1)西夏語資料の整理 

近年、かつて西夏の都があった銀川（中

国・寧夏回族自治区）をはじめとする中国各

地で西夏文字資料の出土と整理が行われて

いる。それでも、20 世紀初頭にカラホト（黒

水城、かつての西夏北部の要衝）で出土した

西夏文字資料が質量ともに一級であること

は論を俟たない。ロシア科学アカデミー東洋

写本研究所（ロシア国、サンクトペテルブル

グ市）には、これらの資料の大半が所蔵され、

整理作業が進んでいる。それを原版とする貴

重なマイクロフィルム形式の資料が東洋文

庫（東京）に所蔵される。これらのマイクロ

資料の内容を整理し、将来的には目録を公開

することを本研究の目的とする。 

 

(2)言語学・文献学的研究 

本課題では、単なる数値・文字データの入

力にとどまらず、漢語・チベット語題名の西

夏語への訳出規則といった言語学的分析、及

び、西夏語仏典の特徴を抽出するという仏教

学的見地からの研究も目的としていた。例え

ば仏典名一つとっても、文法的な要素が題名

にも現れる。語学・言語学的な見地からの考

察は不可欠なのである。 

 
３．研究の方法 

(1)現物実見調査（ロシア） 

本研究では、既刊の写真版などの資料集の

みに頼ることなく、文献を所蔵する海外の所

蔵機関に直接赴き、資料の現物を実際の眼で

見ること、そのうえで正確なデータを収集す

ることに重きを置いた。 

 東洋文庫所蔵マイクロフィルムには、現物

の撮影に不可避な誤りに起因して、実際のペ

ージが脱落していたり、掲載順序が混乱して

いる場合がある。したがって、東洋写本研究



 

 

所での現地調査、実際の文献調査を行うこと

が欠かせない。申請者は複数回、ロシア、サ

ンクト・ペテルブルグに渡航し、東洋写本研

究所にて、主に西夏文仏教文献の実見調査を

行った（2011 年 7－8月、2012 年 2月、2012

年 7－8月、2013 年 2－3月など）。 

 

(2)西夏文字フォントによるデータ処理 

 ９割近くの意味が判明したとされる西夏

文字であるが、仏教術語として正確に意味が

把握される文字ばかりではない。西夏文字文

献名の漢語訳・和訳には自ずと限界があるの

が実情である。このため、文献名を西夏文字

フォントでも入力し、整理した。 

 
４．研究成果 

(1)各種データの多言語入力 

東洋文庫所蔵西夏文マイクロフィルムに

ついて、研究代表者がかつて入力したデータ

のチェックも行い、西夏文字（西夏文字題名

については西夏文字フォントによる入力）・

漢訳・目録番号の入力も終えた。東洋写本研

究所所蔵の「西夏語文献原題」「目録番号」

を、将来的な公開に向け整備しつつある。ま

た、1963 年ロシアで公刊された『タングート

写本と刊本』における文献目録の、西夏文・

漢文題名の入力も終え、公開を検討中である。 

 

(2)西夏語資料による言語学・文献学研究 

 ロシア所蔵西夏文字文献の実見調査によ

って、研究代表者の専門とする、言語学・文

献学研究も進展させることができた。公表し

たものに限っても、チベット文字の振り仮名

から見た西夏語の音韻、法律文書における動

詞接頭辞の用法、指示代名詞の機能、否定接

頭辞の音変化などの言語学的研究、西夏文

『金剛経』各種異本の整理、西夏文字で書か

れた兵器の設計図の解明などの文献学的研

究を進めることができた。 

 

(3)日本所蔵西夏文資料図録の刊行 

 これらの研究に加え、日中共同編集により

出版準備が進められていた『日本蔵西夏文文

献』（上下巻、2011）を刊行した。本書は研

究代表者と、北方民族大学（中国・寧夏回族

自治区）武宇林教授の協同により刊行された

大型図録である。日本国内の大学、研究機関

の所蔵する西夏文文献を初めて全て網羅す

るもので、言うまでもなく今後の西夏研究に

多大な貢献が期待される書物である。同書の

刊行もまた、本研究の将来的、国際的な研究

成果である。 
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